
受賞講演

第 13回庭野平和賞受賞者

マリイ・ハセガワ女史

平和の友へ

庭野平和賞を受賞いたしまして、本日皆様にご挨拶で

きますことは、身に余る光栄です。

私は広島近郊の村ーで生まれました。父はWr土真宗西本

願寺派の僧侶でした。母は商家の生まれです。私が生後

11 か月の時、父は、米国に移住する日本人仏教徒のお世

話をするために渡米することになりました。そういう事

情で私は両親、布Ii と共に米国へ渡ったのです。私は物心

ついてからずっと米国で生活してきました。カリフォル

ニアの学校で教育を受け、 1938年にカリフオルニア大学

パークレー校を卒業しました。

私は一度だけ日本を訪れたことがあります。 1981 年に

夫と共に来日し、九州から北海道まで日本列島を縦断す

るように旅行しました。双方の親戚や友人、さらに米国

の学校や仕事で知り合った友人を訪ねました。楽しく、

また学ぶことも多い旅でした。 Iやでも最も強く心を揺さ

ぶられたのは、広島平和記念公園を訪問した H寺のことで

す。私達は厳粛な気持で平和lの鎧を打ち、世界平和を願

いました。

日本人移民の生活は決して易しいものではありません

でした。彼らはすさまじい人極的偏見の犠牲者でした。

移民先の米国に帰化することは許されず、また米国市民

ではないという理由で、土地の所有や売買もできません

でした。それでもどうにかして米国市民権を持つ子供を

育て、立派な教育を授けました。彼らの子供述が米国市

民維を持つのは、米国で生まれたためです。

戦争

1941 年 12 月 7 日、日本はハワイの真珠湾を奇襲し、

米国陸海空軍は甚大な損害を被りました。この事件は、

米国在住の日本人と米国市民総を持っその子供述に悲劇

的な結果をもたらしました。連邦捜査局は日本人コミュ
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Ms.MariiK.Hasegawa
TherecipientofthethirteenthNiwanoPeacePrize

DearFriendsofPeace:

Whatagreathonoritistogreetyoutodayandto

haveacceptedtheNiwanoPeacePrize.

IwasborninavillagenearHiroshima.Myfather

wasapriestoftheJodoShinshuNishiHongwanji

temple.Mymotherwasthedaughterofamerchant.

WhenIwas11monthsold ,myfatherwasaskedtogo
totheUnit 巴d StatestohelplookaftertheJapanese

Buddhistswhowereemigratingtothatcountry.

Consequently, myfather, mother, oldersisterandI
cametotheUnitedStates.IhavelivedintheUnited

Statesallmyrememberedlife.Iwaseducatedin

Californiaschools, includinggraduationin1938from
theUniversityofCaliforniaatBerk 巴ley.

IhavevisitedJapanonlyoncebefore.Myhusｭ

bandandIcameherein1981andtraveledthelength

ofJapanfromKyushutoHokkaido.Wevisitedrelaｭ

tivesonbothsidesofthefamilyaswellasfriendswe

hadmadeamongpeoplewhohadworkedorstudiedin

theUnitedStates.Itwasajoyousjourneyandwe

learnedalot.Anespeciallypoignanttripwasto

Hiroshima'sPeaceMemorialPark,wherewesolemnｭ
lystruckthePeaceBellandwishedforworldpeace

LifefortheimmigrantJapanesewasnoteasy.

Theywerethevictimsofagreatdealofracialprejuｭ

dice.Theycouldnotbecomenaturalizedcitizensof

1983 年、セネカでの平和キャンプ

25



ニテイの指導者逮を一斉に検挙しました。そのほとんど

は 7 日に連行され、多くの場合、何か月も経過するまで

家族には所在すら知らされませんでした。彼らは家族と

別々の収容所に送られました。日本人もその子供達も破

壊行為や背信行為には一切関わっていないのに、日本人

を日本に近い地域に住まわせるのは米国にとって危険で

あるという l噂が急速に広まりました。

1942年 2 月、遂にフランクリン・ D ルーズベルト大

統領は大統領令第 9066号に署名しました。こうして 12

万人の日本人及び米国市民権を持つその子供述は、カリ

フォルニア、オレゴン、ワシントン各州及びアラスカ地

方から退去させられ、常設の強制収容所が完成するま

で、臨時収容所に収容されることになったのです。この

|臨時収容所は、競走場や共~会場に固いをして、衛生設

備i らしきものを備えただけのものでした。

私はサンフランシスコから離れた競馬場に送られまし

た。幸いにも、両親と私は同じ収容所でした。勉学目的

で日本へ渡っていた姉は、終戦まで帰れませんでした。

私達一家が再会を果たしたのは、ようやく姉が帰国でき

た 1948年のことです。両親と私は、競馬場内の水漆l喰を

塗った馬屋の一区画をあてがわれました。家具は簡易ベ

ッドとわらを詰めたマットレスだけでした。百人近い

人々が一つの使所を使い、共同の食堂で食事をとりまし

た。

強制収容所

1942年の 8 月から 9 月にかけて、強制収容所への移動

が行われました。収容所はカリフォルニア州の山岳地帯

や干上がった湖底に建てられていました。他にもユタナ|‘|

にーか所、コロラド州にーか所、ワイオミング州にーか

所、アリゾナ州に二か所、アイダホ州にーか所、アーカ

ンソー州にこか所ありました。各収容所はタール紙で覆

われたバラックの集まりで、 2 区画に分れており、各区

画は 12棟の居住用バラックで構成されていました。各区

画には、共同の洗面所、便所及び風日場のあるバラック

が 1 棟と共同の炊事場と食堂のあるバラックが 1 棟あり

ました。一世帯に一部屋が割り当てられました。世帯人

数によって部屋の大きさが決められました。各バラック
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theirnewcountry.Theycouldnotbuyandownland

becausetheywerenotcitizens.Somehowtheyraised

theirchildren, whowereAmericancitizensb巴cause
theywerebornintheUnitedStates,andgavethema
goodeducation.

WAR

OnDecember7 , 1941 , JapanattackedPearl
HarborinHawaii ,inflictinglargelossesontheUnited
Statesnavy, airforceandarmy.Thishadtragicconｭ
sequencesfortheJapaneseinAmericaandtheircitiｭ

zenchildren.TheFederalBureauofInv 巴stigation

sweptuptheleadersoftheJapanesecommunity.In

manycasestheywerepickeduponthe7th,andmany
oftheirfamiliesdidnotknowtheirwhereaboutsuntil

manymonthslater.Theleaderswereinacampsepaｭ

ratefromwheretheirfamiliesendedup.Althoughnot

asingleincidentofsabotageortreacherywascommitｭ

tedbytheJapaneseortheirchildren, rumorsran
apaceaboutthedangertotheUnitedStatesofhaving

usaroundintheareaclosesttoJapan.

Finally , inFebruaryof1942, ExecutiveOrder
9066wassignedbyPresidentFranklinD.Roosevelt,
whichordered120,000 Japaneseandtheircitizen
childrenawayfromthestatesofCalifornia, Oregon,
andWashingtonandtheterritoryofAlaskaintotemｭ

porarycampsandtostaythereuntilpermanentconｭ

centrationcampscouldbebuilt.Thesetemporary

campswereracetracksandfairgroundswhichwere

enclos 巴d andhadsomewhatadequatesanitaryfaciliｭ

ties.

IwassenttoaracetrackoutsideofSan

Francisco.Fortunately,myparentsandIwer巴 sent to

thesamecamp.Mysister, whohadgonetoJapanto
furtherhereducation , wasstrandedthereforthe
entireperiodofthewar.Wewerere 凹J.i ted whenshe

wasfinallyabletoreturntotheUnitedStatesin

1948.Attheracetrack,myparentsandIwerehoused
inasinglehorsestall, whichhadbeenwhitewashed
andfurnishedwithcotsandstraw-filledmattresses.

Aboutahundredpeoplesharedalatrineandateina

commondiningroom.

CONCENTRATIONCAMPS

InAugustandSept 巴mber of1942, themoveto
permanentcampstookplace.Thecampswereina
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には 6 つの部屋がありました。大家族には二部屋が割り

当てられました。各部屋にはl暖房用の小さな石炭ストー

プが一つ備えられていました。

そこは死の収容所ではありませんでした。しかし、周

りを有刺鉄根のフェンスで取り固まれ、周囲の見張り搭

には兵士が配置されていました。居住者がこれらの兵士

に銃撃されることもありました。彩、が覚えているのは、

飼い犬がフェンスをくぐり抜けて荒野へ逃げようとした

ので、それを追いかけた男が撃たれたという事件です。

荒野のただ中にあって、いったいどこへ逃げられるとい

うのでしょう? 収容所では家庭生活がすべてでした

が、これも台無しにされました。家族は常に食事を共に

するというわけではありませんでした。ティーンエージ

ャーは同じ年頃の仲間と一日を過ごし、寝る時だけ家に

帰りました。

その一方で、、通常のコミュニティを建設するためにあ

らゆる取組みがなされました。学校や教会が設立され、

新聞が発行されました。農園や庭園が作られ、家具の製

造が始まり、生活協同組合の小売店が設置されました。

収容所は当局の承認を得た居住者によって運営されまし

た。未熟練労働者には月 12 ドル、熟練労働者には月 16

ドル、専門職従事者には月 19 ドルが支払われました。各

人には月 6 ドルの被服費が支給され、それで生協の店あ

るいは通信販売で貨物をすることができました。

私達は、やがて行われる米国への忠誠心を問う質問に

|捺して、どのような思いを抱くことになるか、その時は

まII る由もありませんでした。そして 1942年の終わり頃、

私達の忠誠心を試すアンケート調査が実施されたので

す。全収容所を統括する戦時移住局は、質問のやり方に

おいて失策をしでかし、大変な騒動を引き起こしまし

た。質問は、日本人と米国市民総を持つその子供述が回

答に|捺して困難な状況に陥ることのないように変更され

ましたが、大部分の日系人がこれは決定的な ((ff辱であ

り、自分達は二度と米国に受け入れられまいと思い、終

戦時に日本への送還を希望する 111の回答をしました。

戦争への参加

まもなく、米国への確固たる，也誠心を表明した人々は
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1973 年、米軍による砲撃後のベトナムを訪れて

mountainousareaandonanoldlakebedin

California , oneinUtah , oneinColorado , onein

Wyoming, twoinArizona, oneinIdahoandtwoin
Arkansas.Eachcampconsistedoftarpaper-cover 巴d

barracksdividedintoblocksoftwosectionswith12

barracksforresidentialuse.Eachgroupofl'巴 sidential

barrackshadonebarracksusedforacommunalwashｭ

room,latrineandbathandanotherthatwasthecomｭ
munalkitchenanddiningroom.Eachfamilywas

assignedoneroom.Thesizeoftheroomdependedon

thenumberinthefamily.Eachbarrackshadsix

rooms.Verylargefamiliesgottworooms.Eachroom

hadasmallstovewhichusedcoalforheating.

Itwasnotadeathcamp.Wehadbarbed-wire

fencessurroundinguswithsoldiersinwatchtowers

aroundtheperimetel¥Therewereaccidentalshootｭ

ingsbythesesoldiersofsomeresidents.Iremember

onemanwhochasedhisdogunderthefenceintothe

desertandwasshot.Wherecouldhehave 巴scaped to

inthemiddleofnowhere?Familylifewasallbut

destroyedundercamplife.Familiesdidnothaveto

eattogether.Youngteenagersspenttimewiththeir
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収容所から解放されました。彼らは西海岸へ戻ることは

許されず、中西部あるいは東部に行かなければなりませ

んでしたが、多くの若者が収容所を去りました。それと

同時に軍隊は若者の徴兵を開始しました。ハワイからの

志願兵及び召集兵と合わせて、第 100 大隊と第 442大隊

が組織されました。これらは非日本人が指揮する日系米

人部隊で、した。このように人種で、分離した理由は、この

部隊が功績を遂げた場合、日系米人が普通の部隊に混じ

っているより、はるかに注目を集めるからとされまし

た。これらの大隊は戦争で数多くの勲章を受け、多数の

犠牲者を出しました。

また日系米人は通訳・翻訳者として祖国に貢献しまし

た。たとえば、南太平洋地域に配備されて、日本の兵士

や民間人を投降させるために、ちらしをまいたり日本語

でH乎びかけたりする役目を担いました。

広島と長崎

日本への原爆投下は戦争の悲惨さをまざまざと見せつ

けました。日本に対する度重なる空襲は既に東京その他

の都市の大部分を壊滅させていましたが、この原子爆弾

はたった一個で通常の爆弾数百個分の破壊力を発揮しま

した。さらに原爆は、その投下後長期にわたり、被爆者

に身体的影響あるいは心身の病をもたらす恐ろしい兵器

であることがわかりました。 ij没後長い|問、被爆者は結婚

を拒否されました。広島あるいは長崎に住んで、いた女達

から奇形児が生まれました。被爆した人々にはケロイド

の痕が大きく残りました。無傷だと思われた被爆者も後

に白血病を発症しました。

第二次世界大戦中、夜、は米国を支持していました。米

国は私の国でしたし、私はこの戦争に II券つことがファシ

ズムと軍国主義を打倒する II住ーの道であると信じていた

ので、敵を倒すためならば、強制収容所に送られるとい

う私自身の人権侵害も甘んじて受け入れることができま

した。戦争が終わり、匡|際迎合が創設されると、彩、は世

界平和が実現されつつあるというつかの間の朋待を抱き

ました。しかし、冷戦が始まり、国連が論争に利用され

るようになると、夜、はあのij没争が国際紛争をfiJI"決したわ

けではないことを知りました。紛争解決のための別の方

30

peel'sandonlycamehometosleep.

Yet, everyattemptwasmadetocreateanormal
community.Schoolswerestarted , churchesestabｭ
lished ,newspaperspublished,farmsandgardensculｭ
tivated,furnituremade, coop巴rative storessetup.The
campswererunbytheresidents , subjecttoapproval
bytheadministration.Unskilledworkersearned$12

amonth, skilledworkersgot$16amonthandprofesｭ
sionalsgot$19amonth.Eachresidentgotaclothing

allowanceof$6amonththatcouldbespentinthe

cooperativestoresorforpurchasesbymailorder.

Allthishadtakenplacewithoutanyeffortbeing

madetofindouthowweallfeltaboutthequestionof

loyaltytotheUnitedStates.Finally, inlate1942, a
questionnairewasusedtotestourloyalty.TheWar

RelocationAuthority, whichwastheadministrative
bodyforallthecamps, bungledinaskingthequesｭ
tionsandagreatfurorarose.Althoughquestionswere

changedsoanswerscouldbegivenwithoutmaking

thingsawkwardforJapaneseandtheircitizenchilｭ

dren,manyfeltthatthiswasthefinalinsultandthat
theywouldneverbeacceptedintheUnitedStates.

Theyansweredinsuchawaythattheycouldberepaｭ

triatedtoJapanattheendofthewar.

PARTICIPATIONINWAR

Soonafterthispeoplewere 仕ee toleavecampif

theyhadansweredthequestionssothattheirloyalty

totheUnitedStatescouldnotbequestioned.They

couldnotreturntotheWestCoast, however,andhad
togototheMidwestandtheEast.Manyyoungpeople

left.Thearmyalsostartedtodraftyoungmen.

Togetherwithvolunteersanddraftees企om Hawaii ,
thelOathand442ndbattalionswereform 巴d. These

wereallJapanese-Americanunitsofficeredbymen

notofJapaneseancestry.Thereasongivenforthis

segregationwasthattheexploitsoftheseunitswould

bemorewidelyknownthaniftheJapaneseｭ

Americansweremixedinanordinarygroup.These

battalionswereamongthemostdecoratedinthewar

andsu 汀ered greatcasualties.

AnotherwayinwhichJapanese-Americans

servedtheircountrywasastranslators.Some, who
werestationedintheSouthPacific, helpedtoget
someJapanesesoldiersandcivilianstosurrenderby

leafletingandspeakinginJapanes巴.
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法が必要でした。

婦人国際平和自由連盟

夜、は、戦争に代わる道を模索するために個人として貢

献できる方法はないかと探しました。婦人国際平和自由

連盟 (WILPF) に出会ったのはその時です。私は、

WILPFが、在米日本人と米国市民権を持つその子供達

の強制収容所収監に対し、公けに抗議の意を表明してい

た、米国でも数少ない団体の一つであるということ以外

は、ほとんど何も知りませんでした。

WILPF は、第一次世界大戦中の 19日年、 12 の中立国

及び交戦中の固から 1 ，200 名以上の女性が、婦人参政権

の促進を討議するため、オランダのハーグに集まった|祭

に国際組織として結成されました。 WILPFの前身は国

際女性参政権同盟です。この会議では数多くの決議案が

採択されました。女性は選挙権を持つべきであるという

決議、また、交戦中の国家間の継続的な調停を中立国が

調停者となって休戦宣言に至るまで進めるべきであると

いう決議が、全会一致で採択されました。

二つの女性代表団がヨーロッパの 13 の首都とワシント

ン DC を訪れ、政府当局に対し調停の開始あるいは受入

れを訴えました。代表団は合計 35 回の訪問を繰り返しま

した。代表団の訴えは関心をもって耳を傾けてもらえた

ものの、結局、実を結びませんでした。戦争は長引き、

男女、子供を含めさらに移しい犠牲者と lilTや村の大規模

な破壊をもたらした末、 1918 年にようやく終結しまし
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HIROSHIMAANDNAGASAKI

ThehOlTorofwarwasmadeveryevidentwiththe

useoftheatomicbombsagainstJapan.Airraidson

JapanhadalreadydestroyedagreatdealofTokyo

andothercities, butoneatomicbombdidwhathunｭ
dredsofordinarybombscouldaccomplish.Inaddiｭ

tion, theaftermathofthesebombs, withlong-lasting
physicaleffi 巴cts onthevictims, ,vith bothphysicaland
psychologicalillnesses, madethemterribleweapons.
Longafterthewar ・， marriagesweredeniedvictimsof

thebomb.Deformedchildrenwereborntowomenwho

hadb巴en inHiroshimaorNagasaki.Peoplehadhuge

keloidscars.Leukemiashowedupinpeoplewhohad

previouslybeenthoughtunscathed.

IsupportedtheUnitedStatesintheSecondWorld

War¥ItwasmycountryandIthoughtthatonlyvictoｭ

ryinwarcoulddefeatfascismandmilitarismandwas

willingtoaccepttheabrogationofmyhumanrightsin

beingsenttoaconcentrationcampforthesakeof

defeatingtheenemy.Afterthewarwasoverandthe

UnitedNationswasorganized, Ithoughtforawhile
thattherewasgoingtobeworldpeace.However, as
thecoldwardevelopedandtheUnitedNationswas

usedinthecontroversy,Ir巴alized thatwardidnotsetｭ
tleinternationaldisputes.Therehadtobesomealterｭ

nativewaytowardthesettlementofdisputes.

WOMEN'SINτ 'ERNATIONAL LEAGUEFOR

PEACEANDFREEDOM

IlookedforsomewayinwhichIasanindividual

couldhelpfindthisalternativetowar.Itwasthen

thatIdiscoveredtheWomen'sInternationalLeague

forPeaceandFreedom(WILPF).Ihadnotknown

muchaboutWILPFexceptthatitwasoneofthefew

organizationsintheUnitedStateswhichhadcome

outpubliclyprotestingtheincarcerationofJapanese

inAmericaalongwiththeircitizenchildreninconｭ

c巴ntration camps.

WILPFwasfoundedin1915inth 巴 midst ofthe

FirstWorldWarasaninternationalorganization

whenover1,200 women 仕om 12neutralandwarring

nationsmetatTheHagueintheNetherlandstodisｭ

cusstheadvancementofwomen'ssu 汀I·age. Itwasout

oftheInternationalWomen'sSu 飴age Alliancethat

WILPFwasborn.Manyresolutionswerepassedby
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た。

ハーグの会議に出席した女性達は 1919年に再び集い、

正式に WILPF を発足させました。 WILPF は、継続的に

活動している平和団体としては世界で最も古い団体の一

つです。ジュネーブに国際事務局、五大|窪にまたがるお

か国に囲内支部を置いています。国連の諮問団体でもあ

ります。会員の中から 5 名のノーベル賞受賞者を輩出し

ました。ジェーン・アダムズ、エミリー・グリーン・ボ

ルチ、ライナス・ポーリング、アルヴァ・ミュルダー

ル、マーチン・ルーサー・キング・ジュニアです。しか

しながら、 WILPF の戦力は、創立以来、平和と自由と

正義のために活動してきた、無数の普通の女達と男達で

す。

私は、戦争をなくすために貢献できる方法を模索して

いた 1947 年以来、 vVILPF のメンバーです。 WILPF にと

っても、私にとっても、平和とは単に戦争がないという

ことではありません。私達が平和と自由と正義を獲得し

ようと思うならば、社会的・経消的公平を達成しなけれ

ばなりません。これら三つの目標は不可分一体なので

す。

私達すべてが熱望する目標への道とは何か

1.包括的な全面軍縮が必要です。すべての兵器の生

産、売買および移転を停止すべきです。国連加盟国は囲

内安全保障のための国連登録制度に参加すべきです。軍

事予算は 10年以内に国内総生産の 1%以下に削減しなけ

ればなりません。核兵器の製造は全面停止し、現在貯蔵

されている核兵器は廃棄すべきです。世界中の核兵器を

すべて廃棄することは不可能ではありません。たとえ

ば、米国が防衛予算の一部で他国の核兵器を買い取ると

同 H寺に、自国の核兵器を削減するというのも一案です。

f原子力科学者会報j は、創刊以来、表紙に核終末時

討を載せています。夜の 12 時が終末を意味します。今、

時計は 12 時 16分前をさしています。これは広島、長崎

の 50年後です。冷戦の終結は時計の主|を夜の 12 II寺から

前へ戻すはずでした。私達は時言|が 12 時を打つのを阻止

しなければなりません。

核兵器に加えて、通常兵器の拡散も防がなければなり
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thiscongress.Allwereagreedthatwomenmusthave

thevoteandthatcontinuousmediationamongwarｭ

ringnationswithneutralnationsasmediatorsshould

takeplaceuntilthenationsagreedtodeclareatruce.

Twoteamsofwomenwentto13Europeancapiｭ

talsandWashington, D.C. ,tryingtopersuadeofficials
toinitiateoracceptmediation.Theymade35visitsin

all.Althoughtheywerelistenedtowithinterest,they
wereunsuccessful, andthewardraggedonto1918
withtheadditionalslaughterofmen,womenandchilｭ
drenandgreatdestructionofthecountryside.

ThewomenfromTheHaguemetagainin1919

andformallyformedtheWILPF, whichisoneofthe
oldestcontinuouslyactivepeaceorganizationsinthe

world.Ithasaninternationalofl 白ce inGenevaand

nationalsectionsin33countriesrangingover5contiｭ

nents.IthasconsultativestatusattheUnited

Nations.Amongitsmembersithashad5Nobellauｭ

reates-JaneAddams , EmilyGreeneBalch, Linus
Pauling, AlvaMyrdal, andDr.MartinLutherKing,
Jl\However, theforceofWILPFhasbeenthethouｭ
sandsof “ordinary" womenandmenwhohaveworked
sinceitsfoundingforpeace ,freedomandjustice.
IhavebeenamemberofWILPFsince1947when

Isearchedforsomewaytoworkforanendtowar.To

WILPF,astome ,peaceisnotjusttheabsenceofwar
Wemusthavesocialandeconomicjusticeifweareto

havepeace ，仕巴 edom andjustice.Thesethreegoalsare

indivisible.

WHATARESOMEOFTHEPATHSTOTHE

GOALWEALLARDENTLYDESIRE?

1.Theremustbetotalanduniversaldisarmaｭ

ment.Theproduction,saleandtransferofallweapons
shouldbehalted.Countriesshouldparticipateinan

UnitedNationsregistryforinternalsecurity.Military

budgetsshouldbereducedtoamaximumof1%of

grossdomesticproductwithin10years.Allproduction

ofnuclearweaponsshouldbehaltedandexisting

arsenalsofnuclearweaponsshouldbedestroyed.Itis

possibletodestroyallthenuclearweaponsaroundthe

world.OneschememightbefortheUnitedStatesto

buyoutthenuclearweaponsofothernationsand

reduceitsownatthesametimeatthecostofafracｭ

tionofitsdefensebudget.
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ません。これら通常兵器は戦争でイ史われるだけでなく、

入手が容易なために囲内暴力の増加を招いています。

2. 新しい経済モデルの開発を急がねばなりません。

世界貿易機構と多国籍企業を中心にした現在の世界市場

経済のモデルは、少数の者に多大な富を、大多数の者に

貧困と負債と失業をもたらすものです。人々が職を求め

て j長村から移動するため、ホームレスを生み出します。

環境悪化、民族的人極的抗争もこの経済モデルによって

倍加されます。子供達は希望を持てずに暮らしていま

す。現在の経済システムは人々の物質的要求を満たして

いません。無数の男女、子供達の未来に社会的経済的進

歩が望めないのなら、平和と自由と正義にとっても未来

はあり得ません。

3. 匡|速は国連憲章に立ち返るべきだと主張すること

によって、国連を強化する必要があります。医|述の最大の

債務者は米国です。その支払延滞傾は 12億ドルに達し、

賦課金総額の40%以上を占めています。米国以外の国々

が残りの60%の支払義務を負っているわけで、す。私達は

国連及び国連機関の活動の費用を支払う義務がありま

す。イラ夕、ソマリア、ハイチ、ボスニアなどでは、国連

平和維持活動が米国の軍事介入になってしまいました。

今、米国を中心とした数か国が国連のリストラを要求

しています。匡|連を縮小し、国連が最も成果を挙げてい

る仕事を削減せよというのです。国家の社会的ニーズを

満たしている機関がまさに削減対-象になっています。

民主化を進めるステップとして、安全保障理事会を常

任理事国及び総会で選ばれる短期間の非常任理事国で構

成するという現在の制度を廃止することが考えられま

す。匡l連憲章にはこう明記されています。「安全保障理

事会は、軍事行動を考慮する前に、紛争の平和l 的解決ーの

ためのあらゆる可能な手段を行使しなければならない。J

安全保障理事会の常任理事国制を廃止することは、軍事

介入に至る前に平和的解決をはかるための第一歩となる

でしょう。

国連は、通貨、財政、債務、貿易などの経済問題にお

ける自らの中心的役割を再度主張し、経済政策の責任を

国際金融財政機関の手から取り戻す必要があります。国

連を大企業の搾取のためではなく普通の人々のために機
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atomicannihilationclockonitscoversinceitbegan

publication.Midnightwastheend.Today, theclock
reads16minutestomidnight.Thisis50yearsafter

HiroshimaandNagasaki.Theendofthecoldwar

shouldhavebroughtusevenfurtherawayfrommidｭ

night.W巴 must preventmidnightfromstriking

But, asidefromnuclearw巴apons ， countriesmust

stopthespreadofregularweapons.Notonlyarethese

W巴apons usedinwar,butwehavese 巴n anincreasein

internalviolencebecauseweaponsaresoeasilyavailｭ

able

2.Developmentofalternativeeconomicmodels

mustbefostered.Thepresentmodelofaglobalmarｭ

keteconomywiththeWorldTradeOrganizationand

transnationalcorporationsmeansgreatwealthfora

fewandpoverty,debtandunemploymentformany.It
createshomelessnessaspeoplemovefromruralareas

totrytofindemployment.Environmentaldegradation

andethnicandracialstrifearemultipliedbythisecoｭ

nomicmodel.Childrenliveinhopelessness.Thepreｭ

senteconomicsystemfailstomeetthematerialneeds

ofpeople.Withoutsocialandeconomicimprovement

inthefutureofmillionsofmen , womenandchildl 官1 ，

therecanbenofut Ul・ e forpeace, f同edom andjustice.

3.TheUnitedNationsmustbestrengthenedby

ourinsistingthatitreturntoitscharter.TheUnited

Statesisitsbiggestdebtor.Itis$1.2bi血on Inarrears

accountingformorethan40%ofthetotalamount

due.Othernationsowetheremaining60%.Wemust

allpayfortheoperationsoftheUnitedNationsand

itsagencies.UnitedNationspeacekeepinghasbecome

UnitedStatesmilitaryintervention , asinIraq ,
Somalia, Hむti ， andBosnia.

Somecountries,ledbytheUnitedStates,arecall-

1973 年、ベトナムにて女性海兵隊員と
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能させるよう、私達は力を合わせなければなりません。

私達は、自分の回が国連憲章に立ち返ると共に国連を財

政的に支援するよう、主張すべきです。

4. 人種差別をなくし、先住民の権利を守らなければ

なりません。外国人労働者、特に女性と子供には特別な

配慮、が必要です。難民に対しでも同様です。少数民族は

お互い平和裡に共存できるようになるべきです。 JJJLの色

の異なる人々への差別もなくさなければなりません。

どの固にも人種差別があります。米国では非白人に対

する不寛容な態度が増長しています。宗教の違いに対す

る不寛容も激しさを増しています。日本では、帰化する

朝鮮人に名を日本名に変えるよう促しています。西欧の

多くの国々で、外国人労働者は法廷において差別的な処

遇を受けています。このような人種差別は民族人種抗争

による大量殺裁を招きます。今日、民族人種抗争による

集団虐殺行為の例は枚挙にいとまがありません。私達は

このような理由のない殺裁を止めさせなければなりませ

ん。

5. 子供のケア及び養育は、平和と自由と正義にとっ

て非常に重要な意味をもちます。子供は戦争とその余波

において最大の犠牲者でした。難民キャンプで伝染病に

かかったり、迷子になったり、あるいは遺棄されたりす

る子供述がいます。また爆撃や狙撃の犠牲になる子供達

がいます。ユニセフはそのパンフレット r1996年版世界

子供白書j の中で、この 10年間に推定 200万人の子供達

が戦争で殺されたと報告しています。

また、数百万の子供達が身体障害を負い、孤児とな

り、ホームレスとなりました。精神的外傷を負った子供

述も数知れません。私達は、この子供達を現在行われて

いる戦争や飢餓から守り、また過去の戦争が残した武

持、たとえば国土を覆う不発地雷のような武持によって

負傷しないよう守ってやらなければなりません。統計に

よると、難民キャンプで育った子供達は、成長するにつ

れ反社会的な傾向を示すそうです。彼らに社会への帰属

意識を持たせる必要があります。

子供達は、自分と異なる他人を怖れないように育てな

ければいけません。「彼らに愛することと憎むことを教

えなければならないj という一節が、ミュージカル f南
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ingforrestructuringoftheUnitedNationstomakeit

smallerandcutdownonthetasksitperformsbest.

Theagenciestobecutdownaretheveryoneswhich

fulfillthesocialneedsofnations

Astepthatwillbeademocraticoneistheaboliｭ

tionofpermanentmembersoftheSecurityCouncil ,
withmembersoftheCouncilelectedforshortterms

fromtheGeneralAssembly.Itisspecifiedinthe

UnitedNationsCharterthattheSecurityCouncil

mustuseeverymeansforpeacefuls巴tt1 ement ofdisｭ

putesbeforemilitaryactionisevenconsidered.The

abolitionofapermanentSecurityCouncilwouldbea

steptowardspeacefulsettlementbeforemilitary

intervention.

TheUnitedNationsmustreclaimitscentralrole

ontheeconomicquestionsofmoney, finance , debt,
trade , etc.andtakeresponsibilityforeconomicpolicy
awayfrominternationalfinancialinstitutions.We

mustalljointogethersothattheUnit 巴d Nationsisfor

ordinarypeopleandnotforexploitationbybigcorpoｭ

1叫ions. Wemustinsistthatourcountriesreturnto

theUnitedNationsCharterandsupportit 白nancially.

4.Racismmustbeeliminated.Therightsof

indigenouspeoplemustbeprotected.Specialattenｭ

tionmustbepaidtoguestworkers, especiallywomen
andchildren.Refugeesrequirespecialattention

Ethnicgroupsmustlearntoliveatpeacewithone

another.Discriminationagainstpeopleofothercolors

mustbeeliminated

Allnationshavetheirownracism.TheUnited

Statesisbecomingmoreintolerantofnon-whit 巴s.

Religiousdifferencesarebecomingmoreacrimonious.

JapanurgesKoreanresidentstoJapanizetheir

namesbeforebecomingnaturalizedcitizens.Guest

workersinvariouspartsofWesternEuropearegiven

discriminatorytreatmentinthecourts.Thiskindof

separationleadstogenocide.Therearetoomany

examplesofgenocidalbehaviortodaytoenumerate.

Wemuststopthiswantonkilling.

5.ThecareandUpbl ・inging ofchildrenarecrucial

topeace, freedomandjustice.Childrenhavebecome
themajorvictimsofwaranditsaftermath.Theyare

attackedbyepidemicdis 巴ases ， lostandabandonedin

refugeecamps,orcaughtinbombingsandsniperfire
UNICEFestimatesintheirbooklet“ State ofthe
World'sChildrenin1996"that2millionchildrenhave

39



太平洋j の歌にあります。異なるというのは、人種、民

族、国籍上の差異のみを指すわけではありません。異な

った能力をもっ子供達もいます。その多くは戦争での負

傷により障害を負った子供達です。目が見えない、歩け

ない、耳が聞こえない、あるいは話すことができない子

供達は、自分の子供と同様に愛情をもって受け入れ、愛

と受容の心を教えるべきです。このような実践を通じて

こそ、私達はすべての人の人権と自由を受け入れる子供

達を育てることができるのです。

親や大人達は、憎むことではなく愛することを教える

責任を怠ってはなりません。 t;l~句経に伝えられる仏教の

教えでは、憎しみは、憎しみによらず、愛によってのみ

克服されると言います。これは今日なお比べるもののな

い古の真理です。

6. 女性に対する適切なケアと処遇は、平和と自由と

正義への重要な鍵です。大昔から女性は戦争の重荷を背

負わされてきました。戦争で羽iわれの身となり、自らを

奪われるという悲劇は今なお続いています。戦時中だけ

でなく、戦争が終わった後も、夫を亡くした多くの女性

が女手一つで子供を育てるという重荷を背負っていま

す。女性は社会の 50%以上の負担を担っているのです。

戦争さえなければ、男性と対等の負担を担うはずでし

た。女性に住居と食物と l肢を保証するような社会的・経

済的変革が必要です。このような保証があってこそ、私

達が望むような世界の建設に貢献する子供達を彼女達は

育てることができるのです。

彼女達は終わりのない貧困の中で子供にとっても希望

のない人生を生きています。彼女達の生活を変えること

によって、戦争の苦しみを終わらせなければなりませ

ん。この女性達は、自らの憎しみや子供達の憎しみが愛

によって克服されない限り、敵あるいは夫や子供を殺し

た人聞をたやすく許すことはできないでしょう。彼女達

の人生が、自らの苦渋を子供達に伝えるものであっては

なりません。 l(U を血で洗うような争いはもうたくさんで

す。いつかこのような復讐を終わらせなければなりませ

ん。そのための最善の方法は女性のケアです。

以上、私達が選び得る平和と自由と正義への道のいく
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beenkilledinwarsinthelast10years.

Millionsofchildrenhavebeendisabled.Millions

areorphansandhomeless.Psychologicaltraumahas

affectedmillionsofchildren.Somehow,wemustseeto
itthattheyareprotectedfrompresentwars;from

hunger;frominjm ・ies causedbyweaponsofpastwars

whichriddletheirland , suchasunexplodedland
mines.Statisticstellusthatchildrenraisedinrefugee

campsaremorelikelytodevelopasocialhabitsas

theygrowolder.Theymustbegivenasenseofbelongｭ

ing.Childrenmustberaisedwithoutfearofothers

whoaredifferent仕om them. “They havetobetaught
toloveandhate"isalinef旨om asonginthemusical

SouthPαcific. Differencesarenotonlyinrace ,ethnicｭ
ityornationality,therearealsodifferentlyabledchilｭ
dren.Manyoftheseconditionsaretheresultofwar

injuries.Thosewhoareblind,unabletowalk,tohear,
totalk,shouldbeacceptedwithloveandourchildren
taughtthatsameloveandacceptance.Onlyinthat

waywillweraisechildrenwhoaccepthumanrights

andfreedomforall

Parentsandalladultsmustremembertheir

responsibilitytoteachlove , nothate.ABuddhist
teaching 白・ om th 巴 Dhammapada sayshateisnotoverｭ

comebyhate , bylovealone “ 'tis quelled.Thisisthe
truthofancientdaysstillunexcelled."

6.Thepropercareandtreatm 巴nt ofwomenare

animportantpathtopeace,freedomandjustice.From
timeimmemorial, theburdenofwarhasfallenupon
women.Theyhavebeentakencaptiveinwarand

despoiledeventothepresentday.Notonlythat,but
whenactivefightingisover,manywomenarewidows
responsiblefortheraisingoftheirchildren.Women

beartheburdensofmorethan50%ofsociety.They

shouldbeequalpartnersinaworldwithQutwar.

Socialandeconomicchangesareneededtomakesure

thatwomenarehoused, fedandemployed.Onlyin
thiswaycantheyraisethekindofchildrenwhowill

helpusmakethekindofworldwewant.

Wemustendthebitternessofwarbymaking

surethatworn 巴n's livesarenotonesofunceasing

povertywithnohopefortheirchildren.Womencanｭ

notbewillingtoforgivetheirenemiesandthekillers

oftheirhusbandsandchildrenunlesstheirhate ,like
thatoftheirchildren,isovercomebylove.Theirliv 巴s

mustbesuchthattheydonothandontheirbitterness
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っかをご紹介しました。まだ他にも多くの道がありま

す。大切なのは、私達が個人としてまた組織としてこれ

らの道を進むことです。個人として、私達は自分自身か

ら始めなければなりません。自ら選んだ道を最善を尽く

して進む決心をしたならば、私達は目標に向かつて小さ

な一歩を踏み出したことになります。それから他の人々

を説得して、自分達の考え方や活動に引き入れていかね

ばなりません。これは決して強制してはいけません。私

達の強固な信念と熱心な活動によって説得するのです。

皆が団体や組織として力を合わせて歩み始めた時、私達

は前進するでしょう。いくつもの組織が協力して活動す

れば、私達が望む状況と社会秩序が生み出されるでしょ

う。そうすれば、各国政府に影響を与えることができま

す。

夜、達は、他者の意見に耳を貸さないという態度や暴力

的論争に陥らないよう注意せねばなりません。進んで他

者の意見に耳を傾け、自分の意見と一致すれば受け入れ

るという態度によってのみ、成功を収めることができる

のです。しかし、他者の意見を聞く時も、私達の目標は

平和と自由と正義の世界であることを忘れてはなりませ

ん。また、たとえ人々がこの目標のための活動を本気で

信じなくても、より多くの人々を説得したいがために目

標からそれるようなことがあってはなりません。

私達の活動を時間の無駄だと言う人々に屈しではなり

ません。戦争と暴力はいつの世にもあるし、これからも

あるだろうと言う人々に屈しではなりません。そういう

人達は私達が目標のために費やしてきた数年間のことを

さして言っているのです。制度としての戦争は数千年の

歴史を持つことを思い起こしましょう。たかだか数百年

で、戦争に代わる新たな方法を成功させようというのは

無理です。私達普通の人聞が力を合わせて一歩一歩着実

に進めば、いつか、私達の時代でなくても、子供達の時

代あるいはそのまた子供達の時代に、平和と自由と正義

の世界を実現することができるでしょう。燃えさかる家

から「お母さん、 JJ}) けてJ と lUIーぶ子供述の声を聞くこと

のない時代が、爆撃された村の通りをナパーム ~iiiの炎に

包まれて走る子供達の姿を見ることのない時代が、きっ

と来ることでしょう。
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totheirchildren.Wehaveseenenoughofbloodfeuds

toknowthatsomewheretheremustcomeanendto

revenge, andthecareofwomenisthebestwaytodo
this.

Ihavepointedoutjustafewpathswemightfolｭ

lowtopeace ，色、 eedom andjustice.Therearemany

morepaths.Theimportantthingishowweasindiｭ

vidualsandorganizationsfollowthesepaths.Asindiｭ

viduals , wecanbeginwithourselves.Ifweresolveto
followthepathsofourchoicetothebestofourability,
wewillhavetakenatinysteptowardsourgoal.Then

wemustbegintoconvertpeopletoourwayofthi 叫十

ingandacting.Thiswedonotdobycoercionbutby

thestrengthofourbeliefsandaction.Whenweall

starttoworktogetherinassociationsandorganizaｭ

tions , wewillstartmakingheadway.Theveryfact
thatorganizationsareworkingtogetherwillcreatea

climateandsocialorderthatwewant.Wecanthen

starttoinfluenceourgovernments.

Wemustbecarefulnottobecomesocarriedaway

byourmessagethatwearenotwillingtolistentoothｭ

巴rs orthatwegetintoviolentaltercations.Onlyby

willingnesstohearotherviewpointsandacceptthose

whichcoincidewithourscanwesucceed.But, inlisｭ
teningtoothers,wemustneverforgetthatourgoalis
aworldofpeace, freedomandjusticeandneverbe
deflected 仕om thegoalbecauseofanydesiretoinfluｭ

encemoreandmorepeopleeveniftheydonotwholeｭ

heartedlybelieveinnorworktowardsourgoal

Wemustnotyieldtothosepeoplewhosayweare

wastingourtime;thattherehasalwaysbeenwarand

violenceandthattherealwayswillbe.Theypointto

theyearswehavealreadyspentinworkingtowards

ourgoals.Wemustrememberthatwarasaninstituｭ

tionisthousandsofyearsold.Wecannothopetosucｭ

ceedinalternativestowarinjustafewhundred

years.Rememberthatstepbystep, ifweordinary
peopleallworktogether,intheend,ifnotinourlifeｭ
time ,perhapsinourchildren's,ortheirchildren'slifeｭ
time,weshallhaveaworldofpeacefreedomandjusｭ
tice.Perhapsthetimewillcomewh 巴n wenolonger

hearourchildrencry “Okaasan, tasukete"froma
burninghouseorseechildrenrunonfirefromnapalm

throughthestreetsofabombedvillage.
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